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文部科学省による分子イメージング研究戦略推進プログラム（委託費）

共同研究、研究機関等との連携
CMISは、これらの大学や研究機関との共同研究などを通じて研究協力体制を築き、人材交流を深めています。

10│RIKEN Center for Molecular Imaging Science RIKEN Center for Molecular Imaging Science│11

国内交流
共同研究…医薬品企業等16件、大学・研究機関等42件（平成22年度実績）
　・トランスレーショナルリサーチ…大阪市立大学、先端医療センターなど
　・薬物送達・薬物動態…東京大学、京都大学、京都薬科大学、企業など
　・NEDO マイクロドーズプロジェクト…東京大学、摂南大学、静岡県立大学など
　・新規分子プローブなどの開発…東京医科歯科大学、大阪大学、岐阜大学など
　・自動合成装置の開発…企業などと共同で開発

教育・研究協力…岐阜大学、岡山大学、浜松医科大学、神戸学院大学など
臨床研究用PETプローブの合成・供給
PET科学アカデミー（H19年開講以降7社参画）
サマースクール・CMISセミナーなど

Research 1

Research 2

Research 3

分子イメージングで片頭痛の病態を捉える
片頭痛は、発作時の血管拡張による血液成分の脳内への漏出が無菌性炎症を引き起こし、こ
れが痛みとして知覚される病態であると考えられています。こうした免疫応答において脳内
のグリア細胞の一種、ミクログリアが活性化されることに着目し、活性化ミクログリアを特異的
に認識するPETプローブ[ 11 C]PK11195を用いて、片頭痛モデルラットの脳内免疫応答を
PET画像化することに成功しました。このミクログリアの活性化は、発作後数日間持続して観
察されるため、頭痛発作後に受診した患者にPET検査を行うことにより、片頭痛の確定診断
や薬効評価が可能になるものと考え、研究を進めています。

解熱・鎮痛作用を示す薬を標識化し、体内での可視化に成功
解熱鎮痛薬として広く利用される非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）が、アルツハイマー病
など神経変性疾患の発症リスクを低下させる可能性が報告されています。NSAIDsのうち、2-
アリールプロピオン酸を共通に持つイブプロフェンなど6種類の化合物を炭素の放射性同位
元素（11C）で標識することに世界で初めて成功し、ラットのPET画像の解析から脳への移行
性が低いことを確認しました。さらに、それらの化合物のカルボン酸をメチルエステル体に変
換することで、脳への高い移行性を実現しました。今後、こうした技術が多くの病態解明や診
断応用、治療薬開発に活用されることが期待されます。

凝集すると発光する新タイプの有機系蛍光色素分子を開発
効率良く光を吸収・放出する性質に優れた色素は機能性色素とよばれ、工業製品や生命科学
の分野で広く用いられています。しかし従来の有機系蛍光色素は、色素分子どうしの凝集によ
り発光効率や光感受性が低下することが欠点でした。今回開発したアミノベンゾピロキサン
テン系色素(ABPX)は、凝集すると逆に蛍光が増大し、蛍光性のonとoffを凝集という物理現象
でコントロールできます。また生体への光透過性が高い赤色から近赤外域の波長域に蛍光
をもち、体の外から発光を観察できる可能性があります。有機物を素材とするABPXは安価に
大量生産できることから、環境負荷の少ない工業材料・技術としても注目されます。

Chemistry-A European Journal (April, 2010)

The Journal of Nuclear Medicine (October, 2009)

サマースクール シンポジウム 一般公開

創薬の未来、分子イメージングの未来に向けて
CMISでは、創薬の未来に貢献する様々な研究成果を世界に向けて発信しています。
また、分子イメージングを多くの方々に広く知っていただくための各種イベントを開催しています。

国際交流
欧　州…ウプサラ大学・カロリンスカ研究所（スウェーデン）・
　　　  ロンドン大学・インペリアルカレッジロンドン他（英国）
アジア…浙江大学・清華大学（中国）
　　　　大邱大学・嘉泉大学（韓国）
北　米…NIMH・ブルックヘブン国立研究所・ハーバード大学（米国）●共同研究（大学・研究機関等）　●共同研究（企業）　＋人材交流

分子イメージング技術の基本から創薬・診断への応用
についての講義シリーズ。

年に一度、最先端の研究内容や研究成果を知っていた
だくため、施設の一般公開を行い情報発信しています。

文部科学省の分子イメージング研究委託事業による研究成
果を速やかに技術移転・社会還元し、産学官連携を推進しま

常に最新かつ高いレベルの研究を行うために、国内・海外の研究機関等と積極的に交流・連携しています。

ACTIVITIES 研究成果と活動
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このプログラムでは、分子イメージング技術を医療へ応用すべく、社会的ニーズの高い難治がんおよび認知症分野について、中核拠点（理化
学研究所・放射線医学総合研究所）と大学・病院・企業等から構成する研究体制を構築し、共同研究を実施しています。

理化学研究所
創薬候補物質探索拠点

として参画

放射線医学
総合研究所
PET疾患診断研究拠点

として参画

分子イメージング研究戦略推進プログラム（第II期 H22-26年度）

分子イメージング研究プログラム（第 I 期 H17-21年度）
拠点機能＊を整備   ＊分子イメージング技術に関する要素技術や試験設備

高度専門人材育成機関（大学等）

大 学 研究機関 病 院 企 業

認知症診断・治療分野
難治がん等診断・治療分野
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Chemical Communications」(2010, Issue 46)

ABPXの化学構造と溶液中での発光




